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◇
奈
良
大
学
史
学
会
総
会

五
月
二
十
五
日

(土
)、
本
学
に
お

い
て
、
第
二
十
回
奈
良
大
学

史
学
会
総
会
を
行

っ
た
。
二
〇
〇

一
年
度
の
決
算

・
会
計
監
査
報
告

及
び
事
業

報
告
が
行
わ
れ
、

つ
い
で
二
〇
〇
二
年
度
の
役
員
人
事

案

・
事
業
計
画
案
と
そ
れ
に
伴
う
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

二
〇
〇
二
年
度
の
役
員
は
以
下
の
通
り
。

▽
会

長

寺
崎

保
広

▽
副
会
長

守
山

記
生

▽
教
員
委

員

(
編

集

)

(会

計

)

(庶

務

・
交

換

)

(監

査

)

▽
学
生
委
員

(代
表

)

丸 鎌 森 青 菅
山 田 田 木 野

幸 道 憲 芳
彦 隆 司 夫 正

 

窪
田

紘
之

(総
務
局
長
)

(広
報
局
長
)

(青
垣
祭
企
画
実
行
局
長
)

(四
回
生
委
員
)

片
山

泰
宏

坂
本

昌
隆

田
口

直
人

(三
回
生
委
員
)

小
霜

浩
司

(二
回
生
委
員
)

玉
野

将
史

(
一
回
生
委
員
)

白
井
巳
古
都

堀

仁
美

桑
木
健
太
郎

松
井

勇
治

石
谷
林
太
郎

鷹
野

義
朗

三
浦
由
紀
子

河
野

里
香

北
田
真
知
子

木
下
ち
ひ
ろ

人 岡 花 鈴 鎌 伊
見 本 房 木 田 藤

麻 隆 浩 啓 康 大
生 浩 輔 史 治 樹

丹 塩 広 清 松 荻 矢 高 児 上
所 田 瀬 水 岡 野 津 橋 島 田

衣
宏 篤 勇 圭 梨 聡 広 哲
介 司 茜 樹 佑 子 子 光 寛 平

 

宮
本
真
理
子

尾
上
由
希
子

坂
田
陽

一
郎

長

奈
保
子

山
本

勝

木
元

雅
也

鈴
木

禎
匡

四
宮

啓
司

冨
田

直
美

◇
特
別
講
義

五
月
二
十
五
日

(土
)
、
史
学
会
総
会

に
引
き
続
き
、

が
行
わ
れ
た
。
講
師

・
演
題
は
以
下
の
通
り
。

朝
治

啓
三
氏

(関
西
大
学
文
学
部
教
授
)

「十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
国
共
同
体
」

特
別
講
義
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松
尾

尊
允
氏

(京
都
大
学
名
誉
教
授
、
京
都
橘
女
子
大
学
教
授
)

「大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
戦
後
民
主
主
義
」

◇
史
学
体
験
ツ
ア
ー

毎
年
恒
例
と
な

っ
た
史
学
体
験

ツ
ア
ー
は
、
本
年
度
も
総
務
局
が

中
心
と
な
り
企
画
さ
れ
、
六
月
十
五
日

(土
)
、
「奈
良
寺
散
策

ツ
ア

ー
」
が
実
施
さ
れ
、
興
福
寺
、
東
大
寺
を
散
策
し
た
。
本
学
科
の
学

生
の
参
加

が
多
く
、
好
評
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
、
ト

一
月
十
六
日

(土
)
に
は

「秋
色
の
京
都
散
策

ツ
ア
i
」
が
実
施
さ
れ
、
紅
葉
を

楽
し
み
な
が
ら
京
都
四
条
を
散
策
し
、
参
加
者
の
好
評
を
得
た
。
史

学
会
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
。

◇

青

垣

祭

昨

年

度

に
引

き

続

き

、
青

垣
祭

(学

園

祭

)

に
出

展

し
た

。

本

年

度

は

「
革

命

の
世
紀

」

の

テ

ー

マ
で
展

示

発

表

を

行

っ
た

。

会

場

で

は

一
八
、

一
九

世
紀

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
を

パ
ネ

ル

・
模

型

で
紹

介

し
た

う

え

、

原

寸

大

の
ギ

ロ
チ

ン
を

展

示

し

、
来

場

者

に

は

、
実

際

に
ギ

ロ

チ

ン

が
体

験

で
き

る
参

加

型

の
展

示

を

試

み

、

好

評

を

得

た

。

ま

た

、

こ

れ
ま

で

の

一
八

、

一
九

世

紀

の

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に

つ

い
て

の
研

究

を

ま

と

め
た

レ
ジ

ュ
メ
を

作

成

し

、

来

場

者

に

配
布

し

た
。

十

一
月

二

日

(
土

)

か

ら
十

一
月

四

日

(月

・
祝

)

の

三

日
間

で

延

べ

二

五

〇
人

の
来

場

者

に
来

て

い
た

だ

い
た

。

ご

協

力

い
た

だ

い
た
方

々
に

は
深

く

お
礼

を

申

し
上

げ

る
次

第

で

あ

る
。
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◇

「史
学
会
会
報
」
等
の
発
行

奈
良
大
学
史
学
会

の
活
動

の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
「史
学
会
会

報
」
を
二
ヶ
月
に

一
回
発
行
し
、
史
学
会
の
企
画
案
内
、
各
地
の
史

跡
や
祭
事
等
を
掲
載
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
も

一
回
生
を
対
象
に
来
年
度
以
降
の
講
読

・
ゼ
ミ

を
決
定
す

る
上
で
の
参
考
資
料
と
し
て
、
各
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生

の
執
筆
に
よ
る

「講
読
紹
介
」
を
発
行
し
た
。

◇
会
員
動
向

○
寺
崎
保
広
氏

(日
本
古
代
史
担
当
)
は
、
今
年
二
月
、
『藤
原
京

の
形
成
』

(山
川
出
版
社
、
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
)
を
出
版
し
た
。

○
丸
山
幸
彦
氏
は
、
本
年
四
月
史
学
科
に
着
任
さ
れ
た
。
学
部
と
大

学
院
に
お
い
て
、
日
本
中
世
史
関
係
の
講
義

・
講
読

・
演
習
等
を

担
当
さ
れ
て
い
る
。

○
青
木
芳
夫
氏

(西
洋
近
現
代
史
担
当
)
は
、
C

・
L

・
R

・
ジ

ェ



ー
ム
ズ

『ブ
ラ
ッ
ク

・
ジ
ャ
コ
バ
ン
ー
ト
ゥ
サ
ン
ーー
ル
ヴ

ェ
ル
チ

ュ
ー
ル
と
ハ
イ
チ
革
命
1
』
増
補
新
版

(大
村
書
店
)
を
六
月
に

翻
訳
出
版
し
た
。
ま
た
、
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
十

一
日
ま
で

の
問
、
奈
良
大
学
研
究
助
成
に
よ
り
ペ
ル
ー
を
調
査
旅
行
し
た
。

○
北
村
麻

子

(栗
原
麻
子
)
氏

(西
洋
古
代
史
担
当
)
は
、
二
年
間

の
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
の
在
外
研
修
を
終
え

て
帰
国
し
、

本
年
後
期
よ
り
授
業
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

○
菅
野

正
氏

(東
洋
近
現
代
史
担
当
)
は
、
『清
末
日
中
関
係
史

の
研
究
』

(汲
古
叢
書
四

一
)
を
、
本
年
十
月
、
汲
古
書
院
よ
り

出
版
し
た
。

○
藤
井

学
氏
は
、
体
調
不
良
の
た
め
二
〇
〇
二
年
十

一
月
末
を
も

っ
て
奈

良
大
学
学
長
を
辞
任
さ
れ
、
奈
良
大
学
を
退
職
さ
れ
た
。

○
鎌
田
道
隆
氏

(日
本
近
世
史
担
当
)
は
、
十
二
月
よ
り
、
奈
良
大

学
学
長
に
就
任
さ
れ
た
。

平
成
十
三
年
度
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

【
日
本
史
】

八
世
紀
前
半
の
皇
位
継
承
に
つ
い
て

赤
石

融

古
代
行
幸
考

飯
塚

-
天
皇
の
臣
下
邸
行
幸
ー

大
仏
建
立
に
関
わ
る
行
基
の
役
割

京
戸
に
つ
い
て

i
平
安
初
期
の
京
貫
記
事
を
め
ぐ
っ
て
1

古
代
に
お
け
る
吉
野
行
幸
に
つ
い
て

ー
持
統
天
皇
を
中
心
に
i

古
代
の
外
国
使
迎
接
に
つ
い
て

1
八
世
紀
の
大
臣
と
太
政
官
の
役
割
を
中
心
に
ー

奈
良
時
代
に
お
け
る
外
位
制
度
に
つ
い
て
の

一
考
察

-
神
亀
五
年
格
と
内

・
外
位
制
-

日
本
古
代
の
女
官
に
つ
い
て

日
本
古
代
奴
隷
制
度

(特
に
家
人

・
奴
碑
)

に
つ
い
て

直
樹

井
田

博

江
原

久
美

大
本
紗
英
子

栗
田
さ
や
か

河
野

健
作

小
島
有
里
子

木
庭

蝦
夷
の
朝
貢
と
饗
給
に
つ
い
て
の

一
考
察

澤

陰
陽
寮
の
職
掌
に
つ
い
て

芝

奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
お
け

る
仏
師
の
動
向

白
木

東
大
寺
の
成
立
に
関
す
る

一
考
察

高
野

華 英 裕
恵 利 介

 

衛
圭
亮
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古
代
の
女
帝

-
考
謙

・
称
徳
天
皇
に
つ
い
て
1

雅
楽
寮
の
成
立
に
つ
い
て

桓
武
朝

の
政
策
に
つ
い
て

ー
年
分
度
者
改
革
の
再
検
討
ー

奈
良
時
代

の
浮
浪

・
逃
亡
に
つ
い
て

律
令
国
家

に
お
け
る
将
軍
号
の
考
察

日
本
衣
服
令
に
関
す
る

一
考
察

1
衣
服
令
武
官
礼
服

・朝
服
条
を
中
心
に
1

阿
倍
氏
に
関
す
る

一
考
察

園
池
司
に

つ
い
て

1
苑
と
園
の
実
態
か
ら
見
た
職
制
-

古
代
交
通
と
本
貫
地
主
義

ー
橋
に
お
け
る
交
通
検
察
ー

律
令
官
人
制
に
関
す
る

一
考
察

-
大
宝
令
制
の
少
納
言
に
つ
い
て
ー

古
代
日
本
海
域
に
お
け
る
対
外
交
流

-
日
渤
問
に
お
け
る
文
化
意
識
に
つ
い
て
ー

☆

☆

☆

足
利
義
光

の

「王
権
纂
奪
計
画
」
に
つ
い
て

竹
内

陽
子

友
前

昌
子

中
井

智
教

中
村

友
洋

根
岸

直
威

平
野

杏
奈

福
原

寛
史

水
野

祐
輔

南

亨

月
本

幸
二

木
下

一
誠

渥
美
さ
と
み

後
南
朝
と
長
禄

の
変
に
つ
い
て

新
井

一
史

中
世
に
お
け
る
茶
の
普
及
に
つ
い
て

石
原

愛
子

-
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
茶
に
つ
い
て
の
考
察
ー

織
豊
期
の
瀬
戸
内
海
交
通
に
お
け
る
塩
飽
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

1
瀬
戸
内
海
制
海
権
の
掌
握
に
関
連
し
て
ー

植
松
さ
や
か

鎌
倉
期
以
降
に
お
け
る
興
福
寺
大
衆
に
つ
い
て

大
西

由
子

-
放
氏
を
中
心
と
し
て
ー

南
北
朝
内
乱
期
の
和
泉
国
和
田
氏
に
み
ら
れ
る
在
地
領
主
制
の
変
質

川
田

祐
介

北
条
時
宗

の
執
権
政
治
の
変
質
に
つ
い
て
の

一
考
察

岸
本

晴
子

織
田
政
権
下
の
堺
に
お
け
る
松
井
友
閑
の
役
割

吉
瀬
か
お
り

堅
田
全
人
衆
に
成
立
と
展
開
に
つ
い
て

沓
水

嘉
明

-
真
宗
を
媒
介
と
し
た
政
治
的

・
経
済
的
成
長
-

室
町
後
期
の
京
都
に
お
け
る
河
原
者
の
活
動
と
東
山
文
化
の
発
展

-
善
阿
弥
を
中
心
に
1

齊
藤

秀

南
北
朝
内
乱
の
歴
史
的
意
義

澤
木

信
宏

-
足
利
尊
氏
の
権
力
形
成
を
中
心
に
ー

十
六
世
紀
中
葉
に
お
け
る
大
山
祇
神
社

∴
二
島
村
上
水
軍
と
大
名
勢

力
に
よ
る
統
治
的
関
係
に
つ
い
て

竹
岡

健
次

ー
因
島
村
上
氏
を
中
心
に
し
て
ー

一142一



水
本

「悪
人
正
機
」
か
ら
み
た
親
鷺
の
社
会
観

三
橋

南
北
朝
期

に
お
け
る
河
内
国
守
護

盛
田

-
楠
木
正
儀
の
北
朝
帰
参
と
軍
事
力
の
変
化
に
つ
い
て
ー

織
田
信
長

の
家
臣
団
構
成
の
変
遷
に
つ
い
て

山
中

-
信
長
の
馬
廻
衆
を
中
心
に
ー

『愚
管
抄
』
に
み
え
る
慈
円
の
政
治
理
念
に
つ
い
て

米
田

戦
国
時
代
後
期
に
お
け
る
美
作

の
国
人
の
動
向

田
淵

暁

戦
国
末
か
ら
慶
長
初
期
に
い
た
る
石
見
銀
山
の
歴
史
的
役
割
と
そ
の

意
義
に

つ
い
て

永
井

真
人

伊
予
国
弓
削
島
荘
に
つ
い
て

西
上
久
美
子

-
悪
党
弁
房
承
誉
に
関
す
る
一
考
察
ー

織
田
信
長

の
政
権
構
想
に
お
け
る
天
皇

・
朝
廷
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て

平
畑

典
之

日
根
野
荘
に
お
け
る
九
条
政
基
の
荘
園
支
配
組
織
に
つ
い
て

福
田

正

長
宗
我
部

元
親
の
領
国
形
成
の
特
色

古
田

佳
嗣

室
町
幕
府

開
創
期
の
尊
氏
と
直
義
の
権
限
区
分
に
つ
い
て三

島

理
帆

中
世
祇
園
会
に
お
け
る
山
鉾
の
大
型

・
風
流
化
と
町
共
同
体
の
形
成

に
つ
い
て

一 康 暁

平 平 子

 

智
幸

雅
代

☆

☆

☆

大
塩
平
八
郎
の
乱
後
に
お
け
る
幕
府
の
対
応
と
民
衆
の
動
向

赤
木

信
也

近
世
出
版
文
化
に
お
け
る
統
制
と
書
林
仲
間

安
部
百
合
子

近
世
奈
良
の
被
差
別
部
落
に
お
け
る
皮
革
業
と
行
刑
役
の
展
開

1
奈
良
町
東
之
坂
を
中
心
に
1

近
世
弘
前
藩
の
林
政
と
地
域
山
野
の
利
活
用

近
世
今
井
町
の
町
づ
く
り

1
時
代
の
変
遷
に
よ
る
今
井
町
ー

火
災
都
市
江
戸
の
防
火
対
策

近
世
京
都
の
心
学
講
舎
に
お
け
る
救
済
活
動
と
学
習

i
京
都
に
お
け
る
心
学
普
及
に
関
す
る

一
考
察
-

世
界
遺
産
観
光
と
遺
産
の
保
護

-
奈
良
公
園
を
事
例
に
ー

街
道
と
村
落

-
伊
勢
本
街
道
を
中
心
に
1

長
州
倒
幕
活
動
に
お
け
る
奇
兵
隊
の
役
割

上
田

千
秋

江
川

将
範

大
隈

和
也

大
松

功
二

仔

奥
岡

学

4

貝
本

篤
史

梶
田

恵
司

片
山

智
弘

1
長
州
藩
権
力
と
の
関
係
か
ら
見
る
奇
兵
隊
の
特
質
i

藩
政
改
革
と
山
田
方
谷

川
崎

貴
志

近
世
後
期
に
お
け
る
女
性
旅
の
実
態
に
つ
い
て

川
村
有
希
子



近
世
都
市

の
暖
簾
、
看
板

の
歴
史
的
展
開

小
嶋

里
枝

紀
州
徳
川
家
十
代
藩
主
治
宝
の
藩
政
改
革

小
林

梓

参
詣
史
料

に
み
る
中
近
世
の
民
衆

小
林

知
基

江
戸
町
会
所
に
お
け
る
都
市
下
層
民
救
済
に
つ
い
て

坂
口

治

幕
末
期
に
お
け
る
農
業
指
導
者
の
農
事
研
究
と
普
及
活
動
に
つ
い
て

柴
田

英
永

世
界
自
然
遺
産
に
お
け
る
自
然
と
人
と
の
関
係
に
つ
い
て

1
近
世
屋
久
島
を
事
例
に
1

戦
後
に
お
け
る
平
城
宮
跡
保
存

の
推
移

萩
藩
宝
暦

～
天
明
期
改
革
と

「撫
育
」

島
原

・
天
草
の
乱
後

の
復
興
に
お
け
る
政
治
と
民
衆

徳
川
政
権
成
立
期
に
お
け
る
か
ぶ
き
踊
の
成
立
と

「か
ぶ
き

」
の
風
潮

幕
末
え
え
じ

ゃ
な

い
か
に
お
け
る
民
衆
の
行
動
と

日
常
的
組
織
の
役
割
に
つ
い
て

近
世
の
参
詣
を
通
じ
て
見
た
社
寺
と
庶
民

近
世
の
女
性
と
装
飾

近
世
大
坂
案
内
記

の
変
遷
に
つ
い
て

近
世
奈
良

の
社
寺

の
役
割
に
つ
い
て

豊 立 武 神
田 石 部

智 洋 尚
拓 章 士 喜

 

長
岡

暢
子

西
尾

麻
未

長
谷
部
匡
昭

平
野

愛

細
川

憲
司

堀
江

真
規

近
世
京
都
に
お
け
る
町
式
目
か
ら
み
た

家
持
町
人

・
借
屋
人
間
の
自
治
の
変
容

近
世
大
坂

の
町
と
住
民
生
活

i
町
抱
え

「町
代
」
の
視
点
か
ら
1

近
世
大
坂
に
お
け
る
都
市
内
交
通

近
世
期

の
遊
女

の
分
化
と
展
開

黒
船
来
航
を
め
ぐ
る
政
治
と
民
衆

ー
ペ
リ
ー
来
航
を
め
ぐ
っ
て
ー

堀
之
内
寛
郎

松
永

友
和

溝
[

幸
子

宮
武

宏
和

宮
谷

泰
徳

江
戸
幕
府
草
創
期
に
お
け
る
徳
川
権
力
の
強
化
過
程
に
つ
い
て

陸
奥
田

一
晃

近
世
に
お
け
る
但
馬
円
山
川
水
運
の
発
達
と

周
辺
地
域
住
民
と
の
関
わ
り

森
田

美
晴

i
円
山
川

・市
川
の
高
瀬
舟
通
船
計
画
を
中
心
に
1

幕
藩
体
制
確
立
期
の
京
都
民
政
に
お
け
る
京
都
所
司
代
の
役
割

山
本

智
子

☆

☆

☆

戊
辰
戦
争

の
歴
史
的
意
義

芦
田

拓
郎

-
会
津
藩
教
育
と
白
虎
隊
を
中
心
に
1

戦
時
下
の
初
等
教
育
に
つ
い
て

安
部

達
郎

-
国
民
学
校
を
中
心
に
ー
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日
露
戦
後
、
軍
事
救
護
法
に
つ
い
て

愛
媛
県
に
お
け
る
大
正
自
由
教
育

戦
後
補
償

に
関
す
る
歴
史
的
考
察

日
本
軍
部

の
植
民
地
経
営
に
つ
い
て

黒
澤
映
画

に
お
け
る
戦
後
日
本
社
会

太
平
洋
戦
争
と
昭
和
天
皇

鉄
道
業
か
ら
見
た
日
本
の
近
代
化

-
関
西
三
私
鉄
の
民
鉄
経
営
を
中
心
に
1

堕
胎
罪
の
成
立
に
つ
い
て

自
衛
隊
と
旧
軍
人

蝦
夷
島
政
権
に
つ
い
て

明
治
期
の

コ
レ
ラ
流
行
と
民
衆
の
伝
染
病
観

日
本
に
お
け
る
普
通
選
挙

の
開
始

日
本
の
近
代
演
劇
に
つ
い
て

旧
日
本
軍

の
組
織
論
的
考
察

-
陸
軍
を
中
心
と
し
て
1

奈
良
に
お

け
る
雅
楽
の
変
遷

加
古
川
流
域
の
地
場
産
業
の
近
代
化

-
小
野
そ
ろ
ば
ん
を
中
心
に
ー

篠 佐 久 上 太 石 池
原 藤 葉 篠 田 田 田

竜 真 竜 雄 典 一
治 琴 介 樹 直 生 星

瀧 炭
山

稠

…7
丁

賢
太
郎

谷
本
健
太
郎

野
勢

直
全

藤
本

孝
明

古
田

公
彦

松
浦

.
太
郎

溝
上
な
お
こ

南

幸
三
郎

近
代
戦
争
の
民
衆

の
世
論
形
成
に
つ
い
て

i
日
露
戦
争
に
つ
い
て
1

太
平
洋
戦
争
開
戦
に
お
け
る
海
軍
の
失
敗
に

つ
い
て

大
正

・
昭
和
期

の
華
族
社
会

-
徳
川
義
親
の
行
動
を
中
心
に
1

大
和
に
お
け
る
廃
仏
殿
釈
に
つ
い
て

1
高
瀬
道
常
の
廃
仏
殿
釈
観
を
中
心
に
1

静
岡
県
に
お
け
る
空
襲
被
爆
状
況
に
関
す
る

一
考
察

宮
原

和
也

森

和
徳

山
上

節
子

山
本
憲
太
朗

山
本

將
博

【東
洋
史
】

好

石
窟
以
前
の
敦
煙

伊
藤

玲
子

ヨ

ー
漢
代
の
敦
惇
と
玉
門
関
に
つ
い
て
1

岳
飛
と
そ
の
軍
団
に
つ
い
て

今
井

芳
郎

北
魏
国
家
と
仏
教

大
塚

和
利

-
廃
仏
か
ら
復
仏
に
お
け
る
国
家
と
仏
教
の
変
容
ー

モ
ン
ゴ
ル
帝
国

・
元
朝
に
お
け
る
中
国
統
治

木
原

信

-
特
に
達
魯
花
赤
に
つ
い
て
の
一
考
察
-

明
末
の
文
化
人
縞
夢
龍
に
つ
い
て

佐
長

俊
和

-
出
版
業
と
の
か
か
わ
り
と
書
物
編
纂
の
意
図
1



倭
冠
に
つ
い
て

1
密
貿
易
を
め
ぐ
る

一
考
察
-

遼
王
朝
衰
亡

の
過
程

後
漢
時
代

に
お
け
る
知
識
階
層
の
動
向

-
儒
学
の
官
学
化
、
諸
生
を
中
心
に
し
て
1

宋
代
の
貨
幣
に
つ
い
て

1
鉄
銭
使
用
地
域
に
つ
い
て
1

漢
代
辺
郡

軍
制
に
つ
い
て

ー
河
西
の
防
衛
組
織
か
ら
み
る
軍
統
制
-

宋
代
の
流
通
組
織

唐
代
藩
鎮

の
軍
構
成

-
団
結
兵
に
つ
い
て
の
一
考
察
-

唐
代
に
お
け
る
外
国
人
の
処
遇
と
活
動
に
つ
い
て

1
新
羅
人
を
中
心
と
し
て
ー

☆

☆

☆

康
有
為
の
大
同
思
想
に
つ
い
て
の
考
察

甲
午
農
民
戦
争
に
つ
い
て

1
農
民
戦
争
に
お
け
る
東
学
の
役
割
-

満
蒙
領
有
化
計
画
に
つ
い
て

明
代
中
国
に
遺
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ム

城
野

岳
雄

萬
浪

政
之

三
田
村

裕

森
山

泰
幸

山
縣

奉
史

山
場
理
恵
子

山
本

宗
人

渡
邉

昌
江

上
村

純
子

小
森

佑
生

佐
藤

俊
文

菅
原

京
子

「使
琉
球
録
」
と
尚
真
王
朝
の
琉
球
王
国

後
藤
新
平
の
台
湾
植
民
地
経
営
に
つ
い
て

南
京
事
件
に
お
け
る
虐
殺
の
構
図

二
十
世
紀
の
チ
ベ
ッ
ト
政
治
史
に
つ
い
て

1
共
産
中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
侵
入
1

高
橋
周

一
郎

中
村

祐
介

長
尾

康
平

牧
浦

宏
紀

【西
洋
史
】

古
代

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
来
世
観

天
寄

祐
美

ー
オ
シ
リ
ス
信
仰
と

「来
世
の
民
主
化
」
に
つ
い
て
ー

ス
パ
ル
タ
ク
ス
蜂
起

井
上

智
行

i
ス
パ
ル
タ
ク
ス
蜂
起
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ー

古
代
ロ
ー
マ
の
属
州
支
配
と
共
和
政

井
上
奈
緒
美

ア
ク
エ
ン
ア
テ
ン
の
宗
教
改
革

河
村

誠
子

古
典
期
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
悲
劇
と
ポ
リ
ス

・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

1
他
者
意
識
の
醸
成
-

篠
原

道
法

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
見
世
物

炭
本

静
香

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
墓
地
労
働
者
に
つ
い
て

中
村

祐
子

ー
デ
ィ
ー
ル

・
ア
ル

・
マ
デ
ィ
ー
ナ
の
共
同
体
-

古
代
ロ
ー
マ
の
奴
隷
の
実
像

平
和

頼
子
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共
和
政

ロ
ー

マ
に
お
け
る
市
民
権
政
策
に
つ
い
て

ー
都
市
制
度
と
の
関
連
か
ら
み
る
ロ
ー
マ
支
配
ー

ヒ
ッ
タ
イ
ト
帝
国

古
代

エ
ジ
プ
ト
の
結
婚
に
つ
い
て

1
女
性
の
地
位
と
権
利
を
中
心
に
ー

ギ
リ
シ

ャ
の
重
装
歩
兵
に
つ
い
て

竜
に
み
る
古
代
王
権

☆

☆

☆

イ
タ
リ
ア
中
世
都
市
国
家
の
形
成

西
欧
中
世
に
お
け
る
賎
民
の
変
遷
に
つ
い
て

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
変
遷

ス
ペ
イ

ン
王
国
の
形
成

十
字
軍
運

動
の
展
開

ヴ

ァ
イ
キ
ン
グ
社
会
に
つ
い
て

マ
リ
ァ

・
テ
レ
ジ
ア
の
改
革
と
そ
の
時
代

西
欧
中
世

の
農
村
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
展
開

十
字
軍
の
展
開

☆

☆

☆

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
宗
教

福
江

孝
夫

政
岡

景
子

萬
屋

尚
子

和
田

学

小
田

奉
路

喜
來

雄
二

嵯
峨
山
俊
道

高
橋

沙
織

二
木

麻
衣

平
尾
慎
太
郎

沓 米 吉 保 深
水 田 田 喜 田

洋
平

崇
志

宗
彦恵

純
三

青
木

徳
之

第

一
次

世

界

大

戦

後

の
米

欧

関

係

ー

賠
償
問
題
を
中
心
と
し
て
ー

マ
ヤ

文

明

の
大

変

動

期

ー

古
典
期

マ
ヤ
文
明

の
崩
壊
と
そ
の
原
因
ー

ア

メ
リ

カ

先

住

民

ー

レ

ッ
ド

・
パ

ワ
ー

の
意
義
-

古

代

マ
ヤ

文

明

の
宗

教

ナ

チ

ス
政

権

下

で
権

利

を

奪

わ

れ

た

人

々

ー

ユ
ダ
ヤ
人
を
中
心
と
し

て
ー

ヴ

ェ
ル
サ

イ

ユ
体

制

の
終

焉

万

国

博

覧

会

に

つ

い

て

1

一
九
世
紀

に
お
け
る
パ
リ
万
博
ー

井
手
真
由
美

岡
田

晃

加
持
谷
智
子

清
水

浄
意

藤
井

亮

町
田

篤
志

妊

松
田

陽
介

ヨ

平
成
十
三
年
度
大
学
院
修
士
論
文

(史
学
関
係
)

大
和
高
取
城
に
関
す
る
文
献
史
学
的
研
究

金
松

十
七
世
紀
に
お
け
る
江
戸
幕
府
の
京
都
支
配
と
切
支
丹
取
締

神
田

朝
廷
儀
礼
と
豊
臣
政
権

北
堀

-
聚
楽
亭
行
幸
の
準
備
段
階
の
分
析
か
ら
ー

誠
光 雅
信 子



丹
波
矢
田
猿
楽
に
つ
い
て

小
西

寛
子

中
世
柳
酒

の
研
究

澤
田
く
み
子

-
柳
酒
屋
を
中
心
に
i

近
世
看
板

・
暖
簾
と
都
市
景
観
の
形
成
に
関
す
る
研
究

杉
江

裕
子

受
贈
雑
誌
及
び
図
書

三
。。
。。
壷

研
朋
〕

雑

誌

愛
知
大
学
綜
合
郷
十
研
究
所
紀
要

第
四
七
輯

愛
知
大
学
文
学
論
叢

第

一
二
⊥ハ
輯

青
森
県
史
研
究

(青
森
県
史
編
纂
室
)

第
六
号

青
山
史
学

(青
山
大
学
文
学
史
学
研
究
室
)

第
二
〇
号

ア
カ
デ
ミ
ア

(南
山
大
学
)

人
文
社
会
科
学
篇
七
三
、
七
四
号

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

(東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア

・

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
)

第
六
二
、
六
三
号

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要

(亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
)

第
二
八
号

ア
ジ
ア
文
化
学
科
年
報

(追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
ア
ジ
ア
文
化
学

科
)

第
四
号

A
Z
U
R

(成
城
大
学
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究
会
)

第

二
号

岩
手
史
学
研
究

(岩
手
史
学
会
)

第
八
五
号

宇
大
史
学

(宇
都
宮
大
学
史
学
会
)

二
〇
〇

一
年
号

エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー

(成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化

専
攻
)

第

一
一
号

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要

第
三
号

大
阪
市
立
大
学
東
洋
史
論
叢

第

一
二
号

鴨
台
史
学

(大
正
大
学
史
学
会
)

第
二
号

鷹
陵
史
学

(鷹
陵
史
学
会
)

第
二
八
号

大
津
市
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要

第
八
号

お
茶
の
水
史
学

(読
史
会
)

第
四
五
号

海
南
史
学

(高
知
海
南
史
学
会
)

第
四
〇
号

日
本
学
研
究

(金
沢
工
業
大
学
日
本
学
研
究
所
)

第
五
号

漢
学
研
究
通
訊

(漢
学
研
究
中
心
)

第
八

〇
1
八
三
期

神
田
外
語
大
学
日
本
研
究
所
紀
要

第
三
号

紀
尾
井
史
学

(上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生
会
)

第
二

一
号

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要

史
学
編

第

一
号

キ
リ
ス
ト
教
史
学

(キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
)

第
五
六
集

熊
本
史
学

(熊
本
史
学
会
)

第
七
八

・
七
九
号

ぐ
ん
ま
史
料
研
究

(群
馬
県
立
文
書
館
)

第

一
七
、

一
九
号
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神
戸
大
学
史
学
年
報
(神
戸
大
学
史
学
研
究
会
)

第

一
六
号

国
士
舘
史
学

(国
士
舘
大
学
史
学
会
)

第
九
号

斎
宮
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要

第

一
一
号

堺
研
究

(堺
市
立
中
央
図
書
館
)

第
二
九
、
三
〇
号

史
園

(園
田
女
子
大
学
歴
史
民
俗
学
会
)

第
三
輯

史
学

(三
田
史
学
会
)

第
七

一
巻
第

一
・
二

・
三
号

史
学
研
究
集
録

(國
學
院
大
學
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
大
学
院
会
)

第
二
七
号

史
観

(早
稲
田
大
学
史
学
会
)

第

一
四
六
-
四
七
冊

史
泉

(関
西
大
学
史
学

・
地
理
学
会
)

第
九
五
、
九
六
号

史
窓
(京
都
女
子
大
学
史
学
会
)

第
五
九
号

史
叢

(日
本
大
学
史
学
会
)

第
六
四
-
六
七
号

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要

平
成

一
三
年
度

史
燈

(熊
本
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
)

社
会
科
学
研
究

(中
央
大
学
社
会
科
学
研
究
所
)

史
友

(青
山
学
院
大
学
史
学
会
)

第
三
四
号

就
実
女
子
大
学
史
学
論
集

第

一
六
号

秋
大
史
学
(秋
田
大
学
史
学
会
)

第
四
八
号

上
智
史
学
(上
智
大
学
史
学
会
)

第
四
六
号

資
料
館
紀

要

(京
都
府
立
総
合
資
料
館
)

第
第 九　 にコ
__7デ

巻

言
万

 

第
三
〇
号

史
料
館
研
究
紀
要

第
三
三
号

神
女
大
史
学
(神
戸
女
子
大
学
史
学
会
)

第

一
八
号

信
大
史
学

(信
大
史
学
会
)

第
二
六
号

人
文
学
報

(東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
)

第
三
二
五
号

人
文
論
集

(静
岡
大
学
人
文
学
部
)
第
五
二
号
二
冊
、
第
五
三
号

一

冊
住
友
史
料
館
報

第
三
三
号

西
洋
史
論
集

(北
海
道
大
学
文
学
部
西
洋
史
研
究
室
)

第
五
号

専
修
史
学

(専
修
大
学
歴
史
学
会
)

第
三
三
号

創
価
大
学
人
文
論
集

第

一
四
号

双
文

(群
馬
県
立
文
書
館
)

第

一
九
号

高
円
史
学

(高
円
史
学
会
)

第

一
八
号

橘
史
学

(京
都
橘
女
子
大
学
歴
史
文
化
学
会
)

第

一
六
号

地
域
研
究

い
た
み

(伊
丹
市
立
博
物
館
)

第
三

一
号

近
松
研
究
所
紀
要

(園
田
女
子
大
学
近
松
研
究
所
)

第

一
二
号

千
葉
史
学

(千
葉
歴
史
学
会
)

第
四
〇
号

中
国
水
利
史
研
究

(中
国
水
利
史
研
究
会
)

第
二
九
号

津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
報

第
三
六
号

土
浦
市
立
博
物
館
紀
要

第

一
二
号

帝
京
国
際
文
化

第

一
五
号
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帝
京
史
学

(帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
)

第

一
七
号

帝
塚
山
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
紀
要

第
三
号

東
海
史
学

(東
海
大
学
史
学
会
)

第
三
六
号

東
洋
史
訪

(兵
庫
教
育
大
学
東
洋
史
研
究
会
)

第
八
号

東
京
大
学

日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
六
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要

第
五
五
集

史
学
科
篇
第
二
七
号

東
洋
文
化

研
究

(学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
)

第
四
号

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要

第
三
五
、
三
六
号

奈
良
学
研
究

(帝
塚
山
大
学
奈
良
学
学
会
)

第
五
号

奈
良
県
立

民
俗
博
物
館
研
究
紀
要

第

一
九
号

奈
良
歴
史
研
究

(奈
良
歴
史
研
究
会
)

第
五
七
号

新
潟
県
立
文
書
館
研
究
紀
要

第
九
号

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要

第
三
号

新
潟
史
学

(新
潟
史
学
会
)

第
四
七
、
四
八
号

二
松

(二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)

第

一
六
集

.
一松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊

第
三
二
集

二
松
学
舎
大
学
論
集

第
四
五
号

日
本
研
究

(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)

第
二
四
、
二
五
集

日
本
思
想

史
研
究

(東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想
史
学
研
究
室
)

第
三
三
号

日
本
文
化
史
研
究

(帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
化
史
学
会
)

第
三

四
号

日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀
要

第
三
二
号

年
報
中
世
史
研
究

(中
世
史
研
究
会
)

第

二
七
号

埴
生
野

(四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
日
本
語
日
本
文
化
専
攻
)

創

刊
号

白
山
史
学

(東
洋
大
学
白
山
史
学
会
)

第

三
八
号

東
ア
ジ
ア
研
究

(大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
)

第
三
四

号
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要

第
二
二
巻

弘
前
大
学
国
史
研
究

(弘
前
大
学
国
史
研
究
会
)

第

一
一
-

一
三

号
広
島
東
洋
史
学
報

(広
島
東
洋
史
学
研
究
会
)

第
六
号

法
政
史
学

(法
政
大
学
史
学
会
)

第
五
六
、
五
七
号

法
政
史
論

(法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
)

第
二
九
号

北
大
史
学

(北
京
大
学
出
版
社
)

第
四

一
号

北
陸
史
学

(北
陸
史
学
会
)

第
五
〇
号

御
影
史
学
論
集

(御
影
史
学
研
究
会
)

第
二
七
号

三
井
文
庫
論
叢

第
三
五
号

民
具

マ
ン
ス
リ
ー

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
)

第
三
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四
巻
第

二
号
、
第
三
五
巻
第

一
ー

五
号

明
大
ア
ジ

ア
史
論
集

(明
治
大
学
東
洋
史
談
話
会
)

明
代
史
研

究

(明
代
史
研
究
会
)

第
三
〇
号

山
[
県
史

研
究
(山
口
県
県
史
編
纂
室
)

第

一
〇
号

横
浜
商
科
大
学
紀
要

第
八
巻

横
浜
商
大
論
集

第
三
五
巻
第

一
・
二
号

洛
北
史
学

(洛
北
史
学
会
)

第
四
号

立
教
大
学

日
本
学
研
究
所
年
報

第

一
号

立
正
史
学

(立
正
大
学
史
学
会
)

第
九
〇
、

龍
谷
史
壇

(龍
谷
大
学
史
学
会
)

第

二

七
、

]

歴
史

(東
北
史
学
会
)

第
九
七
-
九
九
輯

歴
史
学
論
集

(山
梨
大
学
教
育
学
部
史
学
教
室
)

1
三
八
号

歴
史
研
究

(愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会
)

歴
史
人
類
(筑
波
大
学
歴
史

・
人
類
系
)

第
三
〇
号

歴
史
と
地
理

第
五
四
九
-
五
五
七
号

図

書

「
明
石
原

人
」
の
発
見
者

直
良
信
夫
生
誕

一

立
文
化
博
物
館
)

第
六
ー
八
号

第

四 九
八 一一
ロ ノトメい にコ

亨 弔 一』-J

二 八

八 号
、

三
五

○
○
年
展

(明
石
市

甘
い
も
の
好
き
殿
様
と
和
菓
子
展

(虎
屋
文
庫
)

伊
丹
鴻
池
の
歴
史

近
現
代
編

(大
手
前
大
学
史
学
研
究
所
編

伊

丹
市
役
所
)

近
江
東
海
道
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

(近
江
東
海
道

四
〇
〇
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
)

小
野
市
史

第
六
巻
資
料
編
m

学
習
院
大
学
史
料
館
収
蔵
資
料
目
録
第

一
八
号

西
田
幾
多
郎
関
係

資
料
-
付
全
集
未
収
録
書
簡

学
校
法
人
橘
女
子
学
園

一
〇
〇
年
史

漢
学
研
究
第

一
ー

一
八
巻
総
目
録

(漢
学
研
究
中
心
)

カ
ン
ボ
ジ
ア
語
辞
典

(坂
本
義
章
著

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア

・

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
)

旧
御
願
塚
村

箆
惣

一
氏
文
書

(
一
)
(伊

丹
市
立
博
物
館
史
料
集

六
)

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
二
〇

邑
楽

・
館
林
地
区
諸
家
文

書

]

(群
馬
県
立
文
書
館
)

群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録

第

一
三
集

大
正
期
学
務
編
m

(群

馬
県
立
文
書
館
)

富
、
権
力
、
そ
し
て
神

(楠
井
敏
郎
著

横
浜
商
科
大
学
学
術
研
究

叢
書
)
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内
湾
の
自
然
誌

三
河
湾

の
再
生
を
め
ざ
し
て

(西
條
八
束
著

愛

知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
四
)

南
北
朝
内
乱
と
大
津

(大
津
市
歴
史
博
物
館
)

日

・
韓

・
中
に
お
け
る
社
会
意
識
の
比
較
調
査

(仏
教
大
学
総
合
研

究
所
紀
要
別
冊
)

ふ
る
さ
と
を
考
え
る

(愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
設
立
五
〇
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集
)

曲豆
後
国
安
岐
郷
三

(大
分
県
立
歴
史
博
物
館

国
東
半
島
荘
園
村
落

遺
跡
詳
細
分
布
調
査
概
報
)

水
の
生
活
誌

(印
南
敏
秀
著

愛
知
大
学
文
学
会
叢
書
冊
)

三
井
文
庫
所
蔵
史
料
第
八
集

主
要
帳
簿
目
録

(大
元
方
等
作
成
分
)

(三
井
文
庫
)

森
の
自
然
誌

み
ど
り
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

(市
野
和
夫
著

愛
知

大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
三
)

ヤ

マ
チ
ャ
の
研
究

(松
下
智
著

愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
研
究

叢
書

一
五
)

『奈
良
史
学
』
第

一
号
～
第
二
〇
号
総
目
次

■
第

一
号

(
一
九
八
三
年
十
二
月
)

発
刊
の
辞

論
考

道
照
伝
考

近
代
京
郡
に
お
け
る
町
自
治
に
つ
い
て

カ
ー
ル
大
帝
の
農
業
政
策

書
評

薫
啓
慶
著

『元
代
史
新
探
』
を
読
む

1
元
代
の
十
大
夫
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
ー

菅
野

正

水
野
柳
太
郎

山
田

敦
子

堀
内

一
徳

森
田

憲
司

■
第
二
号

(
一
九
八
四
年
十
二
月
)

論
考

信
濃
国
の
守
護
と
国
人
の
城
下

松
山

慶
長

・
元
和
期
に
お
け
る
政
治
と
民
衆

ー

「か
ぶ
き
」
の
世
相
を
素
材
と
し
て
ー

…鎌
田

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
地
主
小
作
関
係
の

一
考
察

-
奈
良
県
旧
添
上
郡
治
道
村
の
事
例
-

森
元

綱
法
成
立
に
む
け
て

ー
嘉
靖

・
万
暦
期
に
お
け
る
積
引
問
題
-

森

宏
道
隆

文
子

紀
子
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書
評

=
琶

。。
<
8

=
9
≦
鋤
躊
戸

N
三

。。o
ず
8

=
一二
9

ロ
巳

Qo
巨

一P

卑

δ
σ
8

N
魯

oq
o
。。。
三
。
葺
〇

一
九

三

一
～

一
九

四

五

松

川

■
第
三
号

(
一
九
八
五
年
十
二
月
)

論
考

東
大
寺

の
杣
経
営
と
西
塔
の
修
造

-
天
徳
三
年
の
太
政
官
牒
と
官
符
を
め
ぐ
っ
て
1辻

本

武
智
麻
呂
と
房
前

辻

五
四
前
夜
の
日
中
軍
事
協
定
反
対
運
動

菅
野

史
料
紹
介

ノ
ジ
ャ
ン
の
ギ
ベ
ー
ル
の
回
想
録

(
こ

1
中
世
都
市
ラ
ン
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
ー

守
山

■

第

四

号

(
一
九

八

六

年

十

二
月

)

論

考

石

井

・
ラ

ン

シ

ン
グ

協

定

の
前

提

日

中

軍

事

協

定

の
廃

棄

に

つ

い
て

史

料

紹

介

ノ
ジ

ャ

ン

の
ギ

ベ

ー

ル

の

回
想

録

(
二

)

1

中
世
都
市

ラ
ン
の

コ
ミ

ュ
ー
ン
運
動
-

炎

舌

己

コ求

一三口
一三口
一三ロ
ハΨ

藤

枝

晃

述

、

克
彦

克 弘
正 美 明

 

記
生

明
石

岩
雄

菅
野

正

守
山

記
生

西
北
研
究
所
の
想

い
出
-
藤
枝
晃
博
士
談
話
記
録
-

原
山
煤

・
森
田
憲
司
編
注

■
第
五
号

(
一
九
八
七
年
十
二
月
)

論
考

石
川
年
足
と
山
田
寺

聖
武
天
皇
勅
書
銅
板
と
東
大
寺

ペ
ル
ー
の
二
重
言
語
教
育

の
二
類
型

特
別
寄
稿

一
九
世
紀
末
中
国
維
新
運
動
与

日
本

青 鈴 堀
木 木 池

芳 景 春
夫 二 峰

 

王
暁
秋
著
、
菅
野
正
訳

■
第
六
号

(
一
九
八
八
年
十
二
月
)

論
考

大
坂
観
の
近
世
的
展
開

…鎌
田

道
隆

徳
川
和
子
の
入
内
と
藤
堂
高
虎

久
保

文
武

藤
原
不
比
等
の
功
封
に
つ
い
て

河
内
佐
智
子

フ
ラ
ン
ク

・
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
国
の
租
税
と
イ
ン
ム
ニ
テ
ー

ト

堀
内

一
徳

史
料
紹
介

小
野
川
文
庫
漢
籍
目
録
稿

東
洋
史
研
究
室
編

■
第
七
号

(
一
九
八
九
年
十
二
月
)

論
考

鎌
倉
時
代
の
守
護
所

松
山

宏

大
頭
入
衆
日
記
考

朝
倉

弘

清
代
の
北
京
に
お
け
る
菓
子
屋
ギ
ル
ド
及
び
点
心
舖
に
つ
い

て

尾
上

葉
子
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書
評

造
幣
人

(∋
o
コo富
『三
。。)
と
七
世
紀

フ
ラ
ン
ク
王
国
の
貨
幣

経
済

堀
内

一
徳

陳

垣
編
、
陳
智
超

・
曽
慶
瑛
校
補

『道
家
金
石
略
』

森
田

憲
司

■
第
八
号

(
一
九
九
〇
年
十
二
月
)

論
考

義
和
団
運
動
後

の
福
建
と
日
本

菅
野

正

一
五
世
紀
後
期
に
お
け
る
ダ
ラ
ム
司
教
座
聖
堂
付
属
修
道
院

の
ワ
イ
ン
の
調
達
と
市
場

森
本

轟

東
海
道
日
岡
峠
に
お
け
る
木
食
正
禅
の
道
路
改
修
事
業

安
田
真
紀
子

■
第
九
号

(
一
九
九

一
年
十
二
月
)

論
考

日
本
霊
異
記
上
巻
第
五
話
と
日
本
書
紀

唐
代
州
刺
史
研
究
-
京
官
と
の
関
連
ー

長
部

西
欧
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
領
域
的
諸
侯
領
の
形
成

堀
内

日
中
戦
争
論
ノ
ー
ト

明
石

紹
介

松
山
宏
著

『中
世
城
下
町
の
研
究
』

朝
倉

水
野
柳
太
郎

悦
弘

一
徳

岩
雄弘

■
第

一
〇
号
i
奈
良
大
学
史
学
会
十
周
年
記
念
号
1

(
一
九
九
二
年
十
二
月
)

論
考

紫
微
中
毫
と
坤
宮
官

水
野
柳
太
郎

中
世
都
市
の
条
件
に
つ
い
て
1
不
確
な
諸
例
1

松
山

初
期
幕
政
に
お
け
る
二
元
政
治
論
序
説

鎌
田

『廟
学
典
礼
』
成
立
考

森
田

林
維
源
の
福
建
勧
業
銀
行
設
立
計
画
を
め
ぐ

っ
て菅

野

一ル
ド

一
族

守
山

中
世
前
期
に
お
け
る
騎
士
の
戦
術
と
武
装

掘
内

に
ー

青
木
芳
夫
/
ア
ン
ヘ
リ
カ

・
パ
ロ
ミ
ー
ノ

憲 道
司 隆 宏

 

正

二

世

紀

初

期

の

フ
ラ

ン
ド

ル
に

お

け

る

政

変

と

エ
ラ

ン
バ

記

生
一
徳

ケ

チ

ュ

ア

語

の

な

ぞ

な

ぞ

ー

ペ
ル
ー

・
ク
ス

コ
地
方
を

中
心

・
青

木

■
第

一
一
号

(
一
九
九
三
年
十
二
月
)

論
考

山
門
公
人
の
歴
史
的
性
格

1

『祇
園
執
行
日
記
』
の
記
事
を
中
心
に
1

下
坂

守

京
都
改
造
1
ひ
と
つ
の
曲豆
臣
政
権
論
-

鎌
田

道
隆
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一
九
〇
〇
年
春
、
後
藤
新
平
長
官
の
福
建
訪
問
に
つ
い
て

菅
野

正

マ
テ
オ

・
ガ
ル
シ
ア

・
プ

マ
カ
ウ
ア
の
軌
跡

-
植
民
地
時
代
末
期
ペ
ル
ー
社
会
の
考
察
ー

真
鍋

周
三

■

第

一
二

号

(
一
九

九

四

年

十

二
月

)

論

考

日

本

軍

の
中

国

中

南

部

侵

略
-

呂
集
団
作
戦

に

つ
い
て

日
中
戦
争
論
ノ
ー
ト

そ

の
2
i

明

石

岩

雄

「
大
朝

崇

褒

祖

廟

之

記

」

再

考

i

丁

酉

年

に

お

け

る

「
聖

人

の
家

」

へ
の
優

免

-

森

田

憲

司

ケ

チ

ュ

ア

語

の

こ

と

わ

ざ

ー

ペ
ル
ー

・
ク

ス

コ
地
方

を
中

心

に
1

青

木

芳

夫

/

ア

ン

ヘ
リ

カ

・
パ

ロ
ミ

ー

ノ

・
青

木

ア

ヴ

ァ
ー

ル

人

と

ハ

ン
ガ

リ

ー

人

堀

内

一
徳

■
第

一
三
号
-
松
山
宏
先
生
退
職
記
念
号
1

論
考

松
山
宏
先
生
年
譜

・
論
文
目
録

奈
良
時
代

の
太
上
天
皇
と
天
皇

中

世
熱
田
社
の
権
宮
司
家

(
一
九
九
五
年
十
二
月
)

水
野
柳
太
郎

藤
本

元
啓

日
本
中
世
に
お
け
る
身
体
技
法
に
つ
い
て

織
豊
系
城
郭
以
前

奈
良
奉
行
川
路
聖
護
の
民
政

大
阪
博
覧
会

(
一
九
〇
三
年
)
と
中
国

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
の
形
成

批
評
と
紹
介

■
第

一

論
考

書
評

守 菅 鎌 多 横
山 野 田 田 出

記 道 暢 洋
生 正 隆 久 二

 

水
野
柳
太
郎
著

『日
本
古
代

の
寺
院
と
史
料
』

渡
辺

晃
宏

四
号
-
堀
内

一
徳
先
生
退
職
記
念
号
1(

一
九
九
六
年
十
二
月
)

堀
内

]
徳
先
生
年
譜

・
論
文
目
録

一
九
二
〇
年
代
日
中
関
係
に
お
け
る

「大
蔵
外
交
」
の
展
開

i
駐
華
大
蔵
財
務
官
公
森
太
郎
の
記
録
か
ら
1

明
石

岩
雄

近
世
都
市

に
お
け
る
都
市
開
発
ー
宝
永
五
年
京
都
大
火
後
の

新
地
形
成
を
め
ぐ
っ
て
1

鎌
田

道
隆

「割
閾
換
遼
」
要
求
風
説
と
湖
南

・
禺
之
護

菅
野

正

オ
ゴ
ル
マ
ン

『
ア
メ
リ
カ
の
発
明
』
と
現
在

青
木

芳
夫

守
山
記
生
著

『北
フ
ラ
ン
ス

・
ベ
ル
ギ
ー
中
世
都
市
研
究
』

鯖
田

豊
之
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■
第

一
五
号

(
一
九
九
七
年
十
一
、月
)

論
考

中
世
前
期
の
城
下
空
間

松
山

宏

大
和
国
司
興
福
寺
考
2

ー
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
創
始
ー

朝
倉

弘

『
日
本
書
紀
』
白
雄
四
年
の
遣
庸
使
記
事
に
つ
い
て

南

友
博

清
末
の
中
央
官
制
改
革
に
つ
い
て

永
野

勝
章

ポ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
ー
J
・
ハ
ン
タ
ー
と
D

・
コ
ー
エ
ン
の
議
論
を
め
ぐ
る
覚
書

北
村

(栗
原
)
麻
子

■
第

六
号

(
一
九
九
八
年
十
二
月
)

論
考

南
北
朝

・
室
町
期
に
お
け
る
五
山
派
禅
院
の
修
造
財
源

-
将
軍
権
力
と
関
連
し
て
ー

辻

直
生

近

世
か
ら
く
り
玩
具

の
史
料
研
究
-
拳
玉

・
御
来
迎

・
ず
ぼ

ん
ぼ

・
猫
と
ネ
ズ
ミ
ー

安
田
亘
ハ紀
子

近
世
京
都
の
観
光
都
市
化
論

鎌
田

道
隆

幕
末
期
に
お
け
る
情
報
化
社
会
の
成
立
と
そ
の
展
開
ー
石
清

水
八
幡
宮
社
十

・
河
原
崎
家
の
事
例
を
手
が
か
り
に
し
て
ー

坂
東

俊
彦

十
津
川
村

・
中
利
助
口
記
抄

若
林
喜
三
郎

戊
戌
維
新
期

の
上
海
亜
細
亜
協
会
を
め
ぐ

っ
て

菅
野

国
際
労
働
力
移
動
に
関
す
る
社
会

・
文
化
的
考
察

ー
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
事
例
を
通
し
て
ー

石
田

正
信
義

■
第

七
号

(
一
九
九
九
年
十
二
月
)

論
考

町
触
と
町
規
制
に
み
る
近
世
京
都
の
借
家
人
問
題鎌

田

道
隆

近
世
京
都
に
お
け
る
町
会
所
の
役
割

武
田

明
子

碑
記
の
撰
述
か
ら
見
た
宋
元
交
替
期

の
慶
元
に
お
け
る
士
大

夫

森
田

憲
司

イ
ギ
リ
ス
首
都
警
察
改
革
再
考

ー

一
八
二
九
年
法
施
行
の
背
景
ー

林
田

敏
子

■
第

一
八
号
-
水
野
柳
太
郎
先
生
退
職
記
念
号
ー

(二
〇
〇
〇
年
十
二
月
)

水
野
柳
太
郎
先
生
年
譜

・
論
文
目
録

論
考

式
部
曹
司
庁
の
成
立

寺
崎

保
広

阿
弥
陀
浄
土
院
と
光
明
子
追
善
事
業

渡
辺

晃
宏
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古
代
建
築
部
材
の
墨
書
と
近
世
の
俗
信

鈴
木

景
二

歴
史
遺
産
の
復
元

-
江
戸
時
代
の
か
ら
く
り
玩
具
1

…鎌
田

道
隆

資
料
紹
介

「
ペ
ル
i

・
ボ
リ
ビ
ア
ニ
重
言
語
11
異
文
化
問
教
育
i

教
科
書
に
見
る
ー
」
展
に
つ
い
て

青
木

芳
夫

書
評

…鎌
田
道
隆
著

『近
世
京
都
の
都
市
と
民
衆
』

坂
本

博
司

■
第

一
九
号

(二
〇
〇

一
年
十
二
月
)

論
考

宇
多
院
宣
旨
に
つ
い
て

竹
田

紀
衣

『続
日
本
紀
』
に
お
け
る
叙
位
の
欠
落
に
つ
い
て西

本

英
夫

曲
阜
地
域
の
元
代
石
刻
群
を
め
ぐ

っ
て

森
田

憲
司

一
一
二
七
～
二
八
年
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
政
変
と

フ
ラ

ン
ス
国
王
の
対
応

守
山

記
生

史
料

『奈
良
名
所
子
供
案
内
』

大
学
院
近
世
奈
良
地
誌
研
究
グ
ル
ー
プ

■
第
二
〇
口亨
ー
奈
良
大
学
史
学
会
二
十
周
年
記
念
号
1

(二
〇
〇
二
年
十
二
月
)

論
考

「会
集
の
日
」
小
考

ー
武
官
の
衣
服
と
儀
式
ー

寺
崎

保
広

阿
波
国
名
方
郡
条
里
の
復
元
に
つ
い
て

ー
幕
末

・
明
治
維
新
期
の
在
村
研
究
者
の
論
に
も
と
つ
く
1

丸
山

幸
彦

奈
良
奉
行
川
路
聖
護
の
植
樹
活
動
に

つ
い
て

鎌
田

道
隆

王
朝
交
代
と
出
版
ー
和
刻
本
事
林
広
記
か
ら
見
た
モ
ン
ゴ
ル
支
配

下
中
国
の
出
版
-

森
田

憲
司

日
露
戦
争
後
、
満
州
還
付
を
め
ぐ

っ
て

菅
野

正

ア
ル
ケ
デ
モ
ス
の
訴
訟
活
動
を
め
ぐ

っ
て

栗
原

麻
子

ペ
ル
ー

・
ア
ン
デ
ス
の
口
頭
伝
承
-
十
字
架
-

青
木

芳
夫

オ
ー
タ
ン
司
教
レ
ウ
デ
ガ
リ
ウ
ス

(六
六
三
-
六
七
八
)
の

錯
覚
-
七
世
紀
後
半
の
司
教
に
よ
る
都
市
支
配
再
検
討
-

杉
浦

武
仁
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